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証券コード  9535

第165回
定時株主総会
招 集 ご 通 知

日 時 2019年6月25日（火曜日）
午前10時［ 受付開始／午前9時15分 ］

場 所
広島市中区南竹屋町1番30号

当社ガストピアセンター 6階会議場

※ 開会時刻間際は受付が大変混雑いたしますので、お早めにご来場ください。
※ 本会場が満席となった場合は、第2会場をご案内させていただきますので

ご了承いただきますようお願い申しあげます。

議 案

第1号議案 取締役11名選任の件
第2号議案 監査役2名選任の件
第3号議案 補欠監査役1名選任の件
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証券コード 9535
2 0 1 9 年 6 月 4 日

広島市南区皆実町二丁目7番1号

株主の皆さまへ
代表取締役社長 松 藤 研 介

第165回定時株主総会招集ご通知
拝啓　ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。
　さて、当社第165回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようご通
知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネット等によって議決権を行使することがで
きますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否を
ご表示のうえご返送いただくか、当社の指定する議決権行使サイト（ https://evote.tr.mufg.jp/ ）に
おいて賛否をご入力いただくか、いずれかの方法により、2019年6月24日（月曜日）午後5時30分まで
に議決権を行使していただきますようお願い申しあげます。

敬　具
記

1.  日　　時 2019年6月25日（火曜日）午前10時 [ 受付開始／午前9時15分 ]

2.  場　　所 広島市中区南竹屋町1番30号
当社ガストピアセンター 6階会議場
(末尾記載の「株主総会会場ご案内図」をご参照のうえ、ご来場ください。)

3.  目的事項
報告事項

1．第165期（2018年4月1日から2019年3月31日まで）事業報告、
連結計算書類および計算書類の内容報告の件

2．会計監査人および監査役会の第165期連結計算書類監査結果報告の件

決議事項
第1号議案 取締役11名選任の件
第2号議案 監査役2名選任の件
第3号議案 補欠監査役1名選任の件

以　上

●  当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
●  連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」および「連結注記表」ならびに計算書類の「株主資本等変動計算書」および

「個別注記表」につきましては、法令および当社定款の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（http://www.hiroshima-gas.co.jp/）に掲載しておりますのでご覧くださいますようお願い申しあげます。なお、監査役
および会計監査人が監査した連結計算書類および計算書類は、本招集ご通知に記載の各書類のほか、上記の当社ウェブサイ
トに掲載の各書類であります。

●  事業報告、連結計算書類および計算書類ならびに株主総会参考書類に修正すべき事項が生じた場合は、上記の当社ウェブサ
イトに掲載させていただきます。
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議決権行使のご案内

株主総会へご出席の場合
同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。また、この「第165回定時株主総会招集
ご通知」をお持ちくださいますようお願い申しあげます。

日  時 2019年6月25日（火曜日）午前10時［受付開始／午前9時15分］

書面による議決権行使の場合
後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否
をご表示のうえ、以下の行使期限までに到着するようご返送ください。
行使期限 2019年6月24日（月曜日）午後5時30分到着分まで

インターネット等による議決権行使の場合
3ページに記載の＜インターネット等による議決権行使のお手続きについて＞をご参照のうえ、
以下の行使期限までに議決権をご行使ください。
行使期限 2019年6月24日（月曜日）午後5時30分まで

以　上
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＜インターネット等による議決権行使のお手続きについて＞

インターネット等により議決権を行使される場合は、下記事項をご確認のうえ、行使していただきますようお願い
申しあげます。

当日ご出席の場合は、郵送（議決権行使書）またはインターネット等による議決権行使のお手続きはいずれも不要
です。

記
 1．議決権行使サイトについて

（1）インターネットによる議決権行使は、パソコン、スマートフォンまたは携帯電話から、当社の指定する議決
権行使サイト（ https://evote.tr.mufg.jp/ ）にアクセスしていただくことによってのみ実施可能です。（た
だし、毎日午前２時から午前５時までは取扱いを休止します。）

（2）パソコンまたはスマートフォンによる議決権行使は、インターネット接続にファイアーウォール等を使用さ
れている場合、アンチウイルスソフトを設定されている場合、proxyサーバーをご利用の場合、TLS暗号化通
信を指定されていない場合等、株主さまのインターネット利用環境によっては、ご利用できない場合もござ
います。

（3）携帯電話による議決権行使は、セキュリティ確保のため、TLS暗号化通信および携帯電話情報の送信が不可
能な機種には対応しておりません。

（4）インターネットによる議決権行使は、2019年6月24日（月曜日）の午後5時30分まで受け付けいたします
が、お早めに行使していただき、ご不明な点等がございましたらヘルプデスクへお問い合わせください。

 2．インターネットによる議決権行使方法について
（1）パソコン、携帯電話による方法

・議決権行使サイト（ https://evote.tr.mufg.jp/ ）において、議決権行使書用紙に記載された「ログインID」
および「仮パスワード」をご利用いただき、画面の案内に従って賛否をご入力ください。

・株主さま以外の第三者による不正アクセス（“なりすまし”）や議決権行使内容の改ざんを防止するため、ご利
用の株主さまには、議決権行使サイト上で「仮パスワード」の変更をお願いすることになりますのでご了承く
ださい。

・株主総会の招集の都度、新しい「ログインID」および「仮パスワード」をご通知いたします。
（2）スマートフォンによる方法

・議決権行使書用紙に記載の「ログイン用QRコード」をスマートフォンにより読み取ることで、議決権行使サ
イトに自動的に接続し、議決権行使を行うことが可能です。

（「ログインID」および「仮パスワード」の入力は不要です。）
・セキュリティの観点からQRコードでのログインは1回のみとなります。

2回目以降は、QRコードを読み取っても「ログインID」および「仮パスワード」の入力が必要になります。
・スマートフォンの機種によりQRコードでのログインができない場合があります。QRコードでのログインが

できない場合には、上記2.(1)パソコン、携帯電話による方法にて議決権行使を行ってください。
※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。
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 3．複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い
（1）郵送とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容

を有効として取り扱わせていただきますのでご了承ください。
（2）インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効とさせてい

ただきます。また、パソコン、スマートフォンと携帯電話で重複して議決権を行使された場合も、最後に行
使された内容を有効とさせていただきます。

 4．議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用について
　議決権行使サイトへのアクセスに際して発生する費用（インターネット接続料金等）は、株主さまのご負担と
なります。また、携帯電話等をご利用の場合は、パケット通信料・その他携帯電話等利用による料金が必要にな
りますが、これらの料金も株主さまのご負担となります。

システム等に関するお問い合わせ
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部（ヘルプデスク）

・電話　0120-173-027（受付時間　午前9時～午後9時、通話料無料）

 5．機関投資家の皆さまへ（議決権電子行使プラットフォームについて）
　管理信託銀行等の名義株主さま（常任代理人さまを含みます。）につきましては、株式会社東京証券取引所等
により設立された株式会社ICJが運営する「議決権電子行使プラットフォーム」の利用を事前に申し込まれた場
合には、当社株主総会における電磁的方法による議決権行使の方法として、当該プラットフォームをご利用いた
だけます。

以　上
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第1号議案 取締役11名選任の件
　取締役11名全員は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりますので、改めて取締役11名の選任をお願
いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号 氏　名 当社における現在の地位および担当 参照ページ

1 た

田
む ら

村
こ う

興
ぞ う

造 代表取締役会長 再 任  6ページ

2 ま つ

松
ふ じ

藤
け ん

研
す け

介
代表取締役社長 社長執行役員
（エネルギー事業部担当） 再 任  6ページ

3 た に

谷
む ら

村
た け

武
し

志
取締役 常務執行役員
（導管事業部長、技術研究所担当） 再 任  6ページ

4 な か

中
が わ

川
と も

智
ひ こ

彦
取締役 常務執行役員
（経営企画部長、秘書部・人事部担当） 再 任  7ページ

5 お

小　
ば ら

原
 

　
け ん

健
た

太
ろ う

郎
取締役 執行役員
（エネルギー事業部長） 再 任  7ページ

6 た

田
む ら

村
か ず

和
の り

典
取締役 執行役員
（生産事業部長、資材部・原料部担当） 再 任  7ページ

7 む く

椋
だ

田
ま さ

昌
お

夫 社外取締役 再 任 社 外 独 立  8ページ

8 き た

北
ま え

前
ま さ

雅
と

人 社外取締役 再 任 社 外 独 立  8ページ

9 せ

畝　
が わ

川
 

　
 

　　
ひろし

寛 社外取締役 再 任 社 外 独 立  8ページ

10 や ま

大
と

和
ひ ろ

弘
あ き

明
執行役員
（経理部長） 新 任  9ページ

11 い け

池
だ

田
こ う

晃
じ

治 新 任 社 外 独 立  9ページ

5
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候補者番号 1 た

田
 む ら  

村  
 こ う  

興
 ぞ う  

造
(1951年6月22日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1977年 4月 当社入社
2002年 6月 同  原料部長
2005年 6月 同  執行役員 原料部長
2009年 6月 同  取締役 執行役員(経営統括本部 経営企画部長、

秘書部・廿日市工場・備後工場・関係会社担当)
2010年 4月 同  代表取締役社長 社長執行役員(エネルギー

事業部担当)
2017年 6月 同  代表取締役会長

(現在に至る)
■ 重要な兼職の状況
　広島電鉄㈱　社外取締役

再  任

■ 所有する当社の株式の数
70,500株

 取締役候補者とした理由
　田村興造氏は、主に企画、原料関連業務に従事し、2010年4
月から2017年6月までの約7年間代表取締役社長 社長執行役
員、2017年6月から代表取締役会長として取締役会議長を務め
ており、当社における豊富な業務経験と高い見識を有している
ことから、引き続き取締役として選任をお願いするものです。

候補者番号 2  ま つ  

松
 ふ じ  

藤
 

 
 け ん  

研
 す け  

介
(1959年11月27日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1983年 4月 当社入社
2007年 6月 同  秘書部長
2010年 6月 同  経営統括本部 広報環境部長
2011年 6月 同  執行役員 エネルギー事業部 家庭用エネルギー

営業部長
2013年 6月 同  取締役 執行役員(経営統括本部 経理部長、

秘書部担当、経営統括本部 原料部担当)
2015年 6月 同  取締役 常務執行役員(エネルギー事業部長)
2017年 6月 同  代表取締役社長 社長執行役員(エネルギー

事業部担当)
(現在に至る)

再  任

■ 所有する当社の株式の数
32,800株

 取締役候補者とした理由
　松藤研介氏は、主に営業関連業務に従事し、2017年6月から
代表取締役に就任するとともに、業務執行の最高責任者である
社長執行役員を務めており、当社における豊富な業務経験と高
い見識を有していることから、引き続き取締役として選任をお
願いするものです。

候補者番号 3  た に  

谷
 む ら  

村
 

 
 た け  

武
 し  

志
(1961年11月7日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1984年 4月 当社入社
2009年 4月 同  導管事業部 供給設備部長
2011年 6月 同  廿日市工場長
2012年 6月 同  執行役員 廿日市工場長
2015年 6月 同  取締役 執行役員(経営統括本部 経理部長、

秘書部担当、経営統括本部 原料部担当)
2016年 4月 同  取締役 執行役員(経理部長、総務部・人事部・

原料部担当)
2017年 6月 同  取締役 常務執行役員(経営企画部長、秘書部・

関係会社担当)
2019年 4月 同  取締役 常務執行役員(導管事業部長、技術研究所

担当)
(現在に至る)

■ 重要な兼職の状況
　瀬戸内パイプライン㈱　代表取締役社長
　海田バイオマスパワー㈱　代表取締役社長

再  任

■ 所有する当社の株式の数
13,300株

 取締役候補者とした理由
　谷村武志氏は、主に供給、製造関連業務に従事し、2012年か
ら執行役員として廿日市工場長、経理部長、経営企画部長を務
め、現在は取締役常務執行役員として導管事業部長を務めるな
ど、当社における豊富な業務経験と高い見識を有していること
から、引き続き取締役として選任をお願いするものです。

6
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候補者番号 4  な か  

中
 が わ  

川
 

 
 と も  

智
 ひ こ  

彦
(1963年3月23日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1987年 4月 当社入社
2009年 4月 同  経営統括本部 資材部長
2013年 6月 同  執行役員 経営統括本部 原料部長
2016年 4月 同  執行役員 原料部長
2016年 6月 同  取締役 執行役員(生産事業部長、資材部・

原料部担当)
2019年 4月 同  取締役 常務執行役員(経営企画部長、秘書部・

人事部担当)
(現在に至る)

再  任

■ 所有する当社の株式の数
12,200株

 取締役候補者とした理由
　中川智彦氏は、主に供給、原料関連業務に従事し、2013年か
ら執行役員として原料部長、生産事業部長を務め、現在は取締
役常務執行役員として経営企画部長を務めるなど、当社におけ
る豊富な業務経験と高い見識を有していることから、引き続き
取締役として選任をお願いするものです。

候補者番号 5 お

小
 ば ら  

原
 

 
 け ん  

健
た

太
 ろ う  

郎
(1962年7月30日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1985年 4月 当社入社
2010年 6月 同  経営統括本部 経営企画部 経営企画室長
2011年 6月 同  経営統括本部 広報環境部長
2013年 6月 同  執行役員 エネルギー事業部 家庭用エネルギー

営業部長
2017年 6月 同  取締役 執行役員(エネルギー事業部長)

(現在に至る)

再  任

■ 所有する当社の株式の数
31,300株

 取締役候補者とした理由
　小原健太郎氏は、主に営業、総務、経営企画関連業務に従事
し、2013年から執行役員として家庭用エネルギー営業部長を務
め、現在は取締役執行役員としてエネルギー事業部長を務める
など、当社における豊富な業務経験と高い見識を有しているこ
とから、引き続き取締役として選任をお願いするものです。

候補者番号 6 た

田
 む ら  

村
 

 
 か ず  

和
 の り  

典
(1962年8月12日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1985年 4月 当社入社
2010年 6月 同  エネルギー事業部 営業計画部長
2014年 6月 同  執行役員 エネルギー事業部 呉支店長 兼

熊野事業所長
2016年 4月 同  執行役員 導管事業部 供給設備部長
2017年 6月 同  取締役 執行役員(導管事業部長、技術研究所

担当)
2019年 4月 同  取締役 執行役員(生産事業部長、資材部・

原料部担当)
(現在に至る)

■ 重要な兼職の状況
　MAPLE LNG TRANSPORT INC.Director/Chairman

再  任

■ 所有する当社の株式の数
10,900株

 取締役候補者とした理由
　田村和典氏は、主に供給、経営企画、営業計画関連業務に従
事し、2014年から執行役員として呉支店長、供給設備部長、導
管事業部長を務め、現在は取締役執行役員として生産事業部長
を務めるなど、当社における豊富な業務経験と高い見識を有し
ていることから、引き続き取締役として選任をお願いするもの
です。

7

取締役選任議案
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候補者番号 7  む く  

椋
だ

田
 

 
 ま さ  

昌
お

夫
（1946年11月24日生）

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1969年 3月 広島電鉄㈱入社
2013年 1月 同  代表取締役社長

(現在に至る)
2013年 6月 当社取締役

(現在に至る)
■ 社外取締役在任年数
　本定時株主総会終結の時をもって6年

再  任 社  外 独  立

■ 所有する当社の株式の数
0株

 社外取締役候補者とした理由
　椋田昌夫氏は、事業法人の経営者としての豊富な経験と高い
見識を有しており、客観的な立場からの意見を当社の経営に活
かすため、引き続き取締役として選任をお願いするものです。

候補者番号 8  き た  

北
 ま え  

前
 

 
 ま さ  

雅
 と  

人
(1952年11月20日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1976年 4月 大阪瓦斯㈱入社
2011年 4月 同  代表取締役 副社長執行役員
2015年 4月 同  取締役
2015年 6月 同  顧問

(現在に至る)
2015年 6月 当社取締役

(現在に至る)
■ 社外取締役在任年数
　本定時株主総会終結の時をもって4年

再  任 社  外 独  立

■ 所有する当社の株式の数
0株

 社外取締役候補者とした理由
　北前雅人氏は、ガス事業の経営に長年従事された豊富な経験
と高い見識を有しており、客観的な立場からの意見を当社の経
営に活かすため、引き続き取締役として選任をお願いするもの
です。

候補者番号 9 せ

畝
 が わ  

川  
 

　
ひ ろ し

寛
(1955年3月6日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1978年 4月 中国電力㈱入社
2014年 6月 同  常務取締役
2016年 6月 同  取締役 監査等委員

(現在に至る)
2016年 6月 当社取締役

(現在に至る)
■ 社外取締役在任年数
　本定時株主総会終結の時をもって3年

再  任 社  外 独  立

■ 所有する当社の株式の数
0株

 社外取締役候補者とした理由
　畝川　寛氏は、当社と同じエネルギー事業に長年従事された
豊富な経験と高い見識を有しており、客観的な立場からの意見
を当社の経営に活かすため、引き続き取締役として選任をお願
いするものです。
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候補者番号 10  や ま  

大
と

和  
 ひ ろ  

弘
 あ き  

明
(1963年5月6日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1986年 4月 日本開発銀行(現㈱日本政策投資銀行)入行
2015年 7月 当社入社 経営企画部 企画専門職
2016年 4月 同  執行役員 経営企画部 経営調査担当部長
2017年 4月 同  執行役員 経理部長

(現在に至る)

新  任

■ 所有する当社の株式の数
3,200株

 取締役候補者とした理由
　大和弘明氏は、金融機関において金融関連業務に長く従事し、
当社入社後は2016年から執行役員として経営企画部 経営調査
担当部長を務め、現在は経理部長を務めるなど、豊富な経験と
高い見識を有していることから、今回、取締役として選任をお
願いするものです。

候補者番号 11  い け  

池
だ

田
 

 
 こ う  

晃
じ

治
(1953年9月3日生)

略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1977年 4月 ㈱広島銀行入行
2012年 6月 同  代表取締役頭取
2018年 6月 同  代表取締役会長

(現在に至る)
新  任 社  外 独  立

■ 所有する当社の株式の数
0株

 社外取締役候補者とした理由
　池田晃治氏は、金融機関の経営者としての豊富な経験と高い
見識を有しており、客観的な立場からの意見を当社の経営に活
かすため、今回、取締役として選任をお願いするものです。

(注)1. 当社は、瀬戸内パイプライン㈱とガスの加工について業務の委託関係にあり、また、同社に対して資金の貸付および債務保
証を行っております。
当社は、海田バイオマスパワー㈱に対して債務保証を行っております。
当社は、MAPLE LNG TRANSPORT INC.に対して債務保証を行っております。
当社は、広島電鉄㈱に圧縮天然ガスの販売を行っております。
当社は、㈱広島銀行との間に銀行取引があります。

2. 椋田昌夫、北前雅人、畝川　寛および池田晃治の各氏は、社外取締役の候補者であります。
 

3. 当社は、椋田昌夫、北前雅人および畝川　寛の各氏を、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に
届け出ております。また、池田晃治氏が本総会で選任された場合には、同様に、東京証券取引所の定めに基づく独立役員と
して指定し、同取引所に届け出る予定であります。

4. 当社が椋田昌夫、北前雅人および畝川　寛の各氏との間で締結しております責任限定契約の概要については、事業報告22ペ
ージおよび23ページに記載のとおりであります。
池田晃治氏が原案どおり選任されますと、当社は同氏との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限
定する契約を締結する予定であります。

9
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第2号議案 監査役2名選任の件
　本定時株主総会終結の時をもって、監査役 髙﨑知晃氏は任期満了となり、監査役 田中優次氏は辞任されますので、
改めて監査役2名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号 1  た か  

髙
 さ き  

﨑  
 と も  

知
 あ き  

晃
(1958年9月16日生)

略歴、当社における地位および重要な兼職の状況略歴

1981年 4月 当社入社
2009年 4月 同  監査部長
2014年 6月 広島ガスプロパン㈱　常任監査役
2015年 6月 当社  常勤監査役

(現在に至る)

再  任

■ 所有する当社の株式の数
10,400株

 監査役候補者とした理由
　髙﨑知晃氏は、主に人事、監査関連業務に従事し、当社にお
ける豊富な業務経験と高い見識を有していることから、引き続
き監査役として選任をお願いするものです。

候補者番号 2  さ け  

酒
み

見
 

 
 と し  

俊
お

夫
(1953年2月27日生)

略歴、当社における地位および重要な兼職の状況

1975年 4月 西部瓦斯㈱入社
2013年 4月 同  代表取締役社長 社長執行役員
2019年 4月 同  代表取締役会長

(現在に至る)
新  任 社  外 独  立

■ 所有する当社の株式の数
0株

 社外監査役候補者とした理由
　酒見俊夫氏は、監査の独立性を強化するとともに、ガス事業
に長年従事された豊富な経験と高い見識を当社の監査に活かす
ため、今回、監査役として選任をお願いするものです。

(注)1. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. 酒見俊夫氏は、社外監査役の候補者であります。
3. 酒見俊夫氏が本総会で選任された場合には、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出る予

定であります。
4. 酒見俊夫氏が原案どおり選任されますと、当社は同氏との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限

定する契約を締結する予定であります。

10
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第3号議案 補欠監査役1名選任の件
　2017年6月27日開催の第163回定時株主総会において、片木晴彦氏を社外監査役田中優次氏の補欠の社外監査役
として選任いただきましたが、被補欠者である社外監査役田中優次氏が、本定時株主総会終結の時をもって辞任され
ますので、改めて、第2号議案において社外監査役候補者である酒見俊夫氏の選任が承認された場合の補欠の社外監
査役として、1名の選任をお願いするものであります。
　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
　補欠監査役候補者は、次のとおりであります。

 か た  

片
ぎ

木
 

 
 は る  

晴
 ひ こ  

彦
(1956年8月7日生)

略歴、当社における地位および重要な兼職の状況

1996年 4月 広島大学法学部教授
2000年 4月 広島大学大学院社会科学研究科教授
2004年 4月 同  法務研究科教授

(現在に至る)
2006年 6月 当社補欠監査役

(現在に至る)

■ 所有する当社の株式の数
0株

 補欠の社外監査役候補者とした理由
　片木晴彦氏は、監査の独立性を強化するとともに、企業法務
の専門家としての高い知見を当社の監査に活かすため、候補者
としております。なお、同氏は過去に直接会社の経営に関与さ
れた経験はありませんが、上記の理由により、社外監査役とし
て、その職務を適切に遂行できるものと判断しております。

(注)1. 候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. 片木晴彦氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
3. 片木晴彦氏が監査役に就任された場合、当社は同氏との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定

する契約を締結する予定であります。

以　上

11
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Ⅰ　企業集団の現況に関する事項
1 事業の経過および成果

　当期の日本経済は、雇用・所得環境の改善や設備投資の増加等を背景に、緩やかな回復基調にありましたが、米中
における通商問題の動向が世界経済に与える影響や金融資本市場の変動による影響が懸念されるなど、先行き不透明
な状況で推移いたしました。
　エネルギー業界におきましては、ガス・電力市場の小売全面自由化に伴う事業者間競争の進展により、事業環境は
一層厳しさを増しております。
　このような情勢のもと、当社グループは、地域のエネルギー事業者として、株主の皆さま、お客さま、地域社会の
皆さまから信頼され、選択され続ける企業グループをめざし、懸命な努力を重ねてまいりました。
　当期の連結売上高につきましては、ガス販売量の増加や原料費調整による販売単価の上昇等により、前期に比べ
11.0％増加の818億4千2百万円となりました。連結経常利益は、原油価格の上昇に伴う原材料費の増加等により、
前期に比べ28.4％減少の25億9百万円、親会社株主に帰属する当期純利益は、前期に比べ21.1％減少の19億7千1百
万円となりました。

0

20,000

40,000

80,000

100,000

60,000

2015年度

76,303

2016年度

70,002

2017年度

73,717

2018年度

81,842

連結売上高 81,842百万円
（前期比11.0％増）

（百万円）

0

1,200

2,400

3,600

4,800

6,000

2015年度

5,775

2016年度

4,310

2017年度

3,506
2,509

2018年度

連結経常利益 2,509百万円
（前期比28.4％減）

（百万円）

0

1,000

2,000

4,000

6,000

5,000

3,000

2015年度

3,647

2016年度

5,560

2017年度

2,499

2018年度

1,971

1,971百万円
（前期比21.1％減）

親会社株主に帰属する
当期純利益

（百万円）

12

事業の経過およびその成果



事業報告

2019/05/21 20:56:13 / 18483989_広島ガス株式会社_招集通知（Ｃ）

　以下、事業別の概要についてご報告申しあげます。

1 ガス事業

　当期末におけるお客さま戸数は、積極的な営業活動を展
開した結果、前期末に比べ1,494戸増加の412,574戸と
なりました。
　都市ガス販売量につきましては、前期に比べ12.3％増
加の5億8,301万㎥となりました。
　都市ガス販売量を用途別に見ますと、家庭用は、気温が
高めに推移したこと等により、前期に比べ5.2％減少の
9,870万5千㎥となりました。
　業務用は、大口用販売量の増加等により、前期に比べ
14.3％増加の4億712万4千㎥となりました。
　また、卸供給等は、卸供給先の既存需要家へのガス販売
量の増加等により、前期に比べ30.9％増加の7,718万㎥
となりました。
　以上の結果、ガス事業の売上高につきましては、ガス販
売量の増加や原料費調整による販売単価の上昇等によ
り、前期に比べ13.2％増加の654億8百万円となりまし
た。

700

500

600

400

300

200

100

0

483
60

322

100

2015年度

494
56

338

99

2016年度

519
58

356

104

2017年度

583

77

407

98

2018年度

▶用途別ガス販売量の推移

（百万㎥）
卸供給等業務用家庭用

2 ＬＰＧ事業

　ＬＰＧ事業につきましては、ＬＰガス販売単価の上昇等により、売上高は前期に比べ2.7％増加の151億8百万円と
なりました。

3 その他

　その他の事業につきましては、売上高は前期並みの39億6千9百万円となりました。
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2 設備投資の状況
　当期の設備投資総額につきましては、前期並みの73億7千7百万円となりました。
　主な設備投資といたしましては、経年本支管の早期入替えを推進するとともに、幹線導管網の整備・拡充を実施し
ており、本支管の延長数は、当期中に29km増加し、期末の総延長数は4,284kmとなりました。

3 資金調達の状況
　当期の資金調達につきましては、2018年8月に第8回無担保社債25億円を償還し、設備投資資金に充当するため
2018年9月に第13回無担保社債80億円を発行したことにより、期末社債残高は230億円となりました。
　長期借入金につきましては、前期末に比べ36億2千3百万円減少し、期末借入金残高は130億2千8百万円となりま
した。

4 対処すべき課題
　超高齢化社会の進展やＡＩ、ＩｏＴをはじめとする技術進化の加速等により産業構造が大きく変化していくなか、
当社グループを取り巻くエネルギー業界は、ガス・電力市場の小売全面自由化に伴う地域や業種を越えた新規・相互
参入の動きが強まるなど、歴史的な転換点を迎えております。
　このような状況のもと、当社グループは、2018年10月に「広島ガスグループ2030年ビジョン」を策定し、当社
グループの将来に向けた方向性と、そこに至る道筋を示しました。
　2019年度中期経営計画では、エネルギー市場自由化等の環境変化を好機と捉え、エネルギー基本計画を踏まえた
グループ戦略を推進するとともに、当社グループ経営に共感していただける感動を追求・発信することで、地域社会
と共に発展する企業グループをめざしてまいります。
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基本方針2
エネルギーサービスを通じた感動追求
❶お客さまニーズの多様化による
　サービス競争への対応
❷エネルギーサービスの追求

基本方針1
経営施策を通じた感動追求

❶経営理念に基づいた事業活動の展開
❷企業の社会的責任（ＣＳＲ）

基本方針3
安心を通じた感動追求
❶地域社会の皆さまが日頃から安心して
　生活頂ける環境整備
❷提供するエネルギーやサービスに対しての安心

基本方針4
人とのつながりを通じた感動追求

❶広島ガスグループの強みを生かした事業展開
❷人材育成と従業員価値の向上

ビジョンスローガン
『幸せにつながる感動発信』

地域社会と共に発展する
企業グループ

基本方針

企業スローガン
このまち思いエネルギー。

共感して頂ける感動を
追求し発信

発信

使
命

期
待

共
感

お客さま

取引先 従業員

地域社会株主の
皆さま

すべてのステークホルダーの
「笑顔」と「幸せ」につながる未来を創造する

広島ガスグループ2030年ビジョン

2030年ビジョンスローガン
（スローガンに込めた3つの思い）

2030年ビジョン基本方針

ビジョンスローガン
『幸せにつながる感動発信』

2030年ビジョンの方向性
（使 命）

《経営理念》地域社会から信頼される会社をめざす
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1 総合エネルギー事業の更なる普及拡大を通じた、省エネ・省ＣＯ2への貢献とエネルギー
サービス周辺事業の強化による事業拡大を図る

当社グループは、環境性に優れたガス体エネルギーや再生可能エネルギーの普及拡大を通じて省エネ・省ＣＯ2に貢
献するとともに、エネルギーサービス周辺事業の強化により、更なる事業拡大を図ります。

家庭用市場におきましては、余剰電力買取サービスの活用も含めたエネファームの提案強化およびお客さまニーズ
を反映した料金・サービスの検討・実施等により新規顧客の獲得に努めるとともに、会員制Ｗｅｂサービス、ポイン
ト連携、生活関連サービス等を組み合わせた施策を展開していくことでお客さま件数の維持・増加を図ります。

業務用市場におきましては、新規物件獲得、ガスコージェネレーションシステムおよびガス空調の新規・リニューア
ル提案の強化に加え、スマートコミュニティ事業への参画等によりガス販売量の維持・拡大を図るとともに、グループ
一体となった営業体制の構築を推進します。

また、当社グループの発展・基盤強化に資するインフラ整備につきましては、製造設備や供給ネットワークを計画
的に整備・増強するなど、天然ガスの普及拡大および供給安定性の向上に資する取組みを中長期的な視点で推進しま
す。

原料調達につきましては、更なる低廉・安定かつ柔軟性のある調達を推進します。また、シンガポール事務所を活
用し、引き続きエネルギー関連市場の情報収集・調査を行うほか、新たな海外事業展開の可能性について検討します。

2 環境への貢献につながる事業展開と次世代エネルギーの研究を通じた、環境負荷低減に
資する施策を推進する

　当社グループは、再生可能エネルギーや分散型エネルギーシステムの普及拡大を図るとともに、ゼロエミッション
実現に向けたエネルギーミックスを検討するなど、環境への貢献につながる事業展開を推進します。
　また、脱化石燃料の流れに対応した事業基盤の構築に向けて、先端技術の導入についても調査・検討を進めるなど、
環境負荷低減に資する施策を推進します。

3 デジタル技術の活用による高付加価値の創造を図ることによって、新たな価値創造と
業務効率化を推進する

　当社グループは、ＩＣＴやスマートデバイスを活用し、生産性の向上および業務効率化を図ることで、競争力ある
エネルギーサービスの提供を推進します。
　また、スマートメーターの普及、ＡＩやＩｏＴなど最先端のデジタル技術を活用したサービスの提供等、新たな価
値創造に取り組むことでお客さまサービスの充実を図ります。
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4 グループ組織力の強化につながる創造性豊かな人材の育成と活用により、グループ
総合力の向上を図る

　当社グループは、地域のエネルギー供給を担う企業グループとして、お客さまの期待を上回るサービスの提供に向
けた創造性豊かな人材を育成するとともに、グループ全体での要員管理や人材交流の推進による機動的な要員配置、
リスク管理および連携強化を図ることでグループ総合力の向上に努めます。
　また、多様で柔軟な働き方が実現できる環境の整備や、やりがいや働きがいが持てる魅力ある職場作りを推進しま
す。

5 安心安全の更なる追求により、エネルギーセキュリティの向上を図る

　当社グループは、お客さまの安心安全を向上させるための取組みとして、地震や津波等の災害発生時に備え、早期
復旧に向けた継続的な設備形成や中国・四国地方のガス事業者間での体制構築を推進します。
　また、経年導管の取替え促進、広域保安体制の拡充および保安周知の強化を図ることで保安レベルの向上に努めま
す。さらには、広島湾岸幹線等の導管インフラ整備の実施やＬＰガス事業における物流体制の強化等、安心安全の更
なる追求により、エネルギーセキュリティの向上を図ります。

6 社会貢献活動の推進を通じ、地域社会と共に発展する企業グループをめざす

　当社グループは、地域に根差した企業グループとして、地域の活性化・発展に貢献する活動を推進するとともに、
環境基本理念および環境行動指針に則った環境保全活動を推進します。
　また、「ひと思い活動（次世代教育・スポーツ振興等）」、「くらし思い活動（まちづくり・芸術文化の発展およ
び地域価値向上等）」、「環境思い活動（ＣＯ2排出削減・省エネ等）」を推進することで、地域社会と共に発展する
企業グループをめざします。

7 グループ経営基盤の強化を図り、強靭な企業グループの構築と持続的な発展をめざす

　当社グループは、グループ経営基盤の強化を図り、持続的な発展をめざすため、グループ機能の再構築を図るとと
もに、収益力および資本効率の向上に資する事業ポートフォリオの見直しや経営資源の効率的かつ効果的な活用に向
けた取組みを推進します。

17

対処すべき課題



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

添付
書類

事
業
報
告

監
査
報
告

計
算
書
類

連
結
計
算
書
類

2019/05/21 20:56:13 / 18483989_広島ガス株式会社_招集通知（Ｃ）

8 地域社会からの信頼につながる経営を推進する

　当社グループは、コンプライアンスの推進、内部統制システムの運用・見直しや適時・適切な情報開示等を通じて、
公正かつ透明な事業運営に努めるとともに、グループ経営管理やコーポレート・ガバナンスの強化に向けた継続的な
取組みを行うことで、地域社会からの信頼につながる経営を推進します。

　このような事業展開を通じて、当社グループは、地域のエネルギー事業者として、株主の皆さま、お客さま、地域
社会の皆さまから信頼され、選択され続ける企業グループをめざし、全力を挙げて取り組んでまいる所存であります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援、ご指導を賜りますようお願い申しあげます。

5 財産および損益の状況の推移

区　　　分 第162期
(2015年度)

第163期
(2016年度)

第164期
(2017年度)

第165期（当期）
(2018年度)

売上高 76,303百万円 70,002百万円 73,717百万円 81,842百万円
経常利益 5,775百万円 4,310百万円 3,506百万円 2,509百万円
親会社株主に帰属する
当期純利益 3,647百万円 5,560百万円 2,499百万円 1,971百万円

1株当たり当期純利益 55.75円 82.02円 36.80円 29.14円
総資産 102,357百万円 102,363百万円 102,656百万円 104,935百万円
純資産 41,991百万円 48,345百万円 50,960百万円 50,712百万円
(注) 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年2月16日）等を当期の期首から適用してお

り、第164期（2017年度）の総資産については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

6 重要な子会社の状況
会社名 資本金 当社の出資比率 主要な事業内容

広島ガスプロパン株式会社 300百万円 100.00％ ＬＰガスの販売
広島ガステクノ・サービス株式会社 80百万円 100.00％ ガス設備工事の施工、保安点検業務
広島ガスメイト株式会社 20百万円 100.00％ 検針、ガス料金の回収管理

広島ガスライフ株式会社 15百万円 100.00％ ガスの開栓・閉栓、ガス料金の収受、ガ
ス関連機器の販売・修理

(注)1.当社は、2018年6月1日付で広島ガスライフ㈱を設立しております。
2.上記の重要な子会社4社を含む連結子会社は16社であります。
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7 主要な事業内容
事業区分 主要な事業内容

ガス事業 都市ガスの製造・供給および販売、ガス機器の販売、ガス設備工事
ＬＰＧ事業 ＬＰガスの販売、ＬＰガス機器の販売、ＬＰガス設備工事
その他 建設事業等

8 主要な営業所および工場
(1) 当社

名　称 所在地 名　称 所在地 名　称 所在地
本社 広島市南区 可部基地 広島市安佐北区 備後工場 三原市
呉支店 呉市 熊野基地 広島県安芸郡熊野町
尾道支店 尾道市 廿日市工場 廿日市市

(2) 重要な子会社
名　称 本社所在地 名　称 本社所在地

広島ガスプロパン株式会社 広島県安芸郡海田町 広島ガスメイト株式会社 広島市南区
広島ガステクノ・サービス株式会社 広島市南区 広島ガスライフ株式会社 広島市南区

9 従業員の状況
事　業 従業員数 前期末比増減

ガス事業 1,138名 ＋30名
ＬＰＧ事業 389名 ＋9名
その他 95名 －6名
合計 1,622名 ＋33名
(注) 従業員数は就業人員であり、他社への出向社員を含んでおりません。

10 主要な借入先
借入先 借入金残高

株式会社日本政策投資銀行 4,317百万円
株式会社広島銀行 2,480百万円
株式会社みずほ銀行 700百万円
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Ⅱ　会社の株式に関する事項
1 発行可能株式総数 240,000,000株

2 発行済株式の総数 67,998,590株

3 株主数 8,169名

4 大株主

株主名
当社への出資状況

持株数 持株比率
岩谷産業株式会社 7,607千株 11.18％
明治安田生命保険相互会社 3,855千株 5.66％
株式会社広島銀行 2,840千株 4.17％
日本生命保険相互会社 2,376千株 3.49％
広島電鉄株式会社 1,860千株 2.73％
第一生命保険株式会社 1,780千株 2.61％
西部瓦斯株式会社 1,420千株 2.08％
千田興業株式会社 1,381千株 2.03％
広島ガス自社株投資会 1,212千株 1.78％
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,119千株 1.64％

(注)1. 持株比率は、自己株式（1,401株）を控除して計算しております。
2. 株式会社広島銀行の持株数には、株式会社広島銀行が退職給付信託の信託財産として拠出している当社株式2,430千株（持

株比率3.57％）を含んでおります（株主名簿上の名義は「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（退職給付信託口・広島
銀行口）」でありますが、当該株式は、信託約款の定めにより、株式会社広島銀行が議決権の指図権を留保しております）。
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Ⅲ　会社役員に関する事項
1 取締役および監査役の氏名等

氏　名 地位および担当 重要な兼職の状況
田　村　興　造 代表取締役会長 広島電鉄㈱社外取締役
松　藤　研　介 代表取締役社長 社長執行役員（エネルギー事業部担当）
蓼　原　泰　蔵 取締役 常務執行役員（総務部・人事部・経理部・IT推進部担当）
谷　村　武　志 取締役 常務執行役員（経営企画部長、秘書部・関係会社担当） 海田バイオマスパワー㈱代表取締役社長
中 川 智 彦 取締役 執行役員（生産事業部長、資材部・原料部担当） MAPLE LNG TRANSPORT INC. Director/Chairman
小　原　健太郎 取締役 執行役員（エネルギー事業部長）
田 村 和 典 取締役 執行役員（導管事業部長、技術研究所担当） 瀬戸内パイプライン㈱代表取締役社長
⻆　廣　　　勲 取締役 ㈱広島銀行特別顧問
椋　田　昌　夫 取締役 広島電鉄㈱代表取締役社長
北　前　雅　人 取締役 大阪瓦斯㈱顧問
畝　川　　　寛 取締役 中国電力㈱取締役 監査等委員
髙　﨑　知　晃 常勤監査役
沖　本　憲　一 常勤監査役
武　井　康　年 監査役 弁護士、㈱広島銀行社外監査役
田　中　優　次 監査役 西部瓦斯㈱代表取締役会長

(注) 1. 当社は、広島電鉄㈱に圧縮天然ガスの販売を行っております。
 2. 2018年6月26日定時株主総会決議による新任監査役
　　　　　　監査役　沖本憲一
 3. 2018年6月26日定時株主総会終結時をもって辞任した監査役
　　　　　　監査役　伊藤博之
 4. 取締役　⻆廣　勲氏、椋田昌夫氏、北前雅人氏および畝川　寛氏は、社外取締役であります。
 5. 監査役　武井康年氏および田中優次氏は、社外監査役であります。
 6. 取締役　谷村武志氏は2019年4月1日付で瀬戸内パイプライン㈱代表取締役社長に就任しております。
 7. 取締役　中川智彦氏は2019年4月1日付でMAPLE LNG TRANSPORT INC.Director/Chairmanを退任しております。
 8. 取締役　田村和典氏は2019年4月1日付でMAPLE LNG TRANSPORT INC.Director/Chairmanに就任しております。
 9. 取締役　田村和典氏は2019年4月1日付で瀬戸内パイプライン㈱代表取締役社長を退任しております。
10.監査役　田中優次氏は2019年4月1日付で西部瓦斯㈱代表取締役会長を退任し、同社取締役相談役に就任しております。
11.2019年4月1日付で取締役の地位および担当を次のとおり変更しております。

氏　名 変更後の地位および担当 変更前の地位および担当

蓼  原  泰  蔵 取締役 常務執行役員
（総務部・経理部・IT推進部担当）

取締役 常務執行役員
（総務部・人事部・経理部・IT推進部担当）

谷  村  武  志 取締役 常務執行役員
（導管事業部長、技術研究所担当）

取締役 常務執行役員
（経営企画部長、秘書部・関係会社担当）

中  川  智  彦 取締役 常務執行役員
（経営企画部長、秘書部・人事部担当）

取締役 執行役員
（生産事業部長、資材部・原料部担当）

田  村  和  典 取締役 執行役員
（生産事業部長、資材部・原料部担当）

取締役 執行役員
（導管事業部長、技術研究所担当）

12.当社は、社外取締役および社外監査役の全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出て
おります。
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(ご参考)
上記取締役兼務執行役員6名を除く執行役員は、次のとおりであります。

氏　名 地　位 担　当
久  保  賢  司 常務執行役員 広島ガスライフ株式会社 代表取締役社長
池  上  博  文 常務執行役員 総務部長
大  和  弘  明 執行役員 経理部長
西  亀  信  宏 執行役員 生産事業部 廿日市工場長
沖  田  康  孝 執行役員 エネルギー事業部 副事業部長、営業計画部長
脇  田  康  孝 執行役員 導管事業部 供給保安部長 兼 熊野基地マネジャー
吉  﨑 　 　 直 執行役員 エネルギー事業部 呉支店長

(注)1. 2019年3月31日、池上博文氏は常務執行役員を退任いたしました。
2. 2019年4月1日、西亀信宏氏は常務執行役員に就任いたしました。

(注) 2019年4月1日付で次の3名が執行役員に就任しております。
氏　名 地　位 担　当

谷     秀  和 執行役員 広島ガスメイト株式会社 常務執行役員
平  野  誠  宏 執行役員 原料部長
船  木  孝  哲 執行役員 総務部長

2 取締役および監査役の報酬等の額
支給人数 報酬等の額 支給人数 報酬等の額

取締役 11名 249百万円
（うち社外4名 28百万円） 監査役 5名 50百万円

（うち社外2名 14百万円）
(注) 上記支給額には、2018年6月26日開催の第164回定時株主総会終結の時をもって辞任した監査役1名の報酬額を含んでおります。

3 社外役員に関する事項
(1) 取締役　⻆廣　勲

①　当事業年度における主な活動状況
取締役会には12回開催中11回に出席し、議案等につき適宜意見、質問等を行っております。

②　責任限定契約の内容の概要
当社との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。

(2) 取締役　椋田　昌夫
①　当事業年度における主な活動状況

取締役会には12回開催中11回に出席し、議案等につき適宜意見、質問等を行っております。
②　責任限定契約の内容の概要

当社との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。
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(3) 取締役　北前　雅人
①　当事業年度における主な活動状況

取締役会には12回全てに出席し、議案等につき適宜意見、質問等を行っております。
②　責任限定契約の内容の概要

当社との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。
(4) 取締役　畝川　寛

①　当事業年度における主な活動状況
取締役会には12回全てに出席し、議案等につき適宜意見、質問等を行っております。

②　責任限定契約の内容の概要
当社との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。

(5) 監査役　武井　康年
①　当事業年度における主な活動状況

取締役会には12回開催中11回、監査役会には12回開催中11回に出席し、適宜意思決定の適正性を確保する
ための意見、質問等を行っております。

②　責任限定契約の内容の概要
当社との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。

(6) 監査役　田中　優次
①　当事業年度における主な活動状況

取締役会には12回開催中10回、監査役会には12回開催中10回に出席し、適宜意思決定の適正性を確保する
ための意見、質問等を行っております。

②　責任限定契約の内容の概要
当社との間で、会社法第423条第1項の賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締結しております。
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Ⅳ　会計監査人の状況
1 会計監査人の名称

　有限責任 あずさ監査法人

2 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
支払額

当社が支払うべき会計監査人としての報酬等の額 36百万円
当社および当社の子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 38百万円
(注)1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確

に区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しております。
2. 監査役会は、公益社団法人日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、前期の監査実績

およびコミュニケーションの実態を評価し、監査計画における監査内容と、それに係る監査時間・要員計画、報酬見積額の
相当性について確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき会社法第399条第1項の同意を行っております。

3 非監査業務の内容
　当社は、会計監査人に対して、託送収支計算書に関する証明業務、社債発行に伴うコンフォート・レター作成業務
を非監査業務として委託しております。

4 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第1項各号に定める項目に該当すると認められる場合は、監査役全員の
同意に基づき会計監査人を解任いたします。また、そのほか会計監査人が職務を適切に遂行することが困難であると
認められる場合、または監査の適正性をより高めるために会計監査人の変更が妥当であると判断される場合には、監
査役会は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。

Ⅴ　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保
するための体制その他業務の適正を確保するための体制

1 内部統制制度の構築に関する基本方針
　当社グループの事業は、都市ガス、簡易ガスおよびＬＰガスのベストミックスによる安定的かつ安全なエネルギー
供給を含む適正なサービスの提供を使命とする極めて高い公共性と社会的責任を有しているものと考えております。
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　この社会的使命を遂行し、お客さま、株主、投資家、従業員等のすべてのステークホルダーの信頼に応え、継続的
な企業価値の向上を図るため、当社では、下記のような内部統制制度を構築しております。
　取締役会は、取締役会およびその他の経営組織が内部統制において果たすべき役割と、現在構築されている内部統
制の内容を確認し、今後とも絶えざる見直しによって内部統制を含むコーポレート・ガバナンスの充実に取り組んで
まいります。

2 内部統制制度における各経営組織の役割
(1) 取締役会

　取締役会は、内部統制の内容を決定し、業務執行を行う取締役および執行役員による内部統制の執行状況を監
督します。内部統制の内容については、絶えざる見直しが必要であり、取締役会は、担当取締役、監査部および
監査役からの報告を踏まえながら、内部統制の内容改善を必要に応じて決定します。

(2) 代表取締役
　取締役会によって決定された内部統制を遂行し、その機能を維持する責任は、代表取締役をはじめとする業務
執行を担当する取締役にあります。
　代表取締役は、監査部、監査役その他の取締役ないし執行役員の意見を聴取した上で、内部統制システムの改
善を取締役会に提案します。

(3) 監査役会
　監査役会は、取締役会による内部統制の内容決定および、代表取締役をはじめとする業務執行を担当する取締
役および執行役員による内部統制の維持・遂行を監査します。
　監査役会は、監査部および会計監査人から内部統制の状況について報告を受け、改善が求められる内部統制上
の欠陥について代表取締役または取締役会に報告します。

3 会社の経営組織の構造
(1) 執行役員制度

　執行の迅速化および経営と執行との分離を図るため、2004年4月より執行役員制度を導入し、より実効性の高
いコーポレート・ガバナンス体制の構築に努めております。

(2) 取締役および執行役員の任期
　取締役および執行役員の任期については、各事業年度の責任を明確にするため、1年としております。

(3) 取締役会の構成
　取締役会は、審議の充実を図り、意思決定過程の健全性、透明性を高めるため、2009年6月より業務執行取締
役を減員し、社外取締役の割合を高めており、業務執行取締役および執行役員で構成する経営会議で審議された
事項の報告・説明を受け、意思決定を行っております。
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(4) 監査役会の構成
　監査役会は、監査の独立性を強化するため社外監査役2名を含む4名から構成されており、社長の直轄部門であ
る監査部および会計監査人から定期的に報告を受け、必要に応じ協議を行い、業務執行の適法性を監査しており
ます。

4 リスク管理および法令遵守のためのシステム
　各種のリスクを管理し、使用人の職務執行の適法性を確保するため、以下のような体制を整備しております。
(1) 自然災害等に対する対応

　ガス供給の安定性・安全性を阻害するような大規模な自然災害等によるリスクに対しては、予め規程化してい
る「地震等防災対策要領」に従い、災害・事故発生時の緊急情報連絡体制・指揮命令体制等を整備しており、定
期的な想定訓練を実施し、被害拡大の最小化を図ってまいります。

(2) 記録の管理
　取締役会その他の取締役の職務の執行に係る情報については、議事録、稟議書および契約書等を、その保存媒
体に応じ規程等に則り、十分な注意をもって保存・管理しております。

(3) 情報システムのセキュリティ確保
　情報漏洩等によるリスクに対しては、「情報セキュリティポリシー」に従って、情報セキュリティ委員会を中
心とした体制を構築し、個人情報の取り扱いに関する社内啓蒙活動をはじめ、情報漏洩事故の発生防止に努める
とともに、発生時における情報開示等のあり方についても規程化し、機動的な対応を図ってまいります。

(4) コンプライアンス（法令遵守）体制
　定期的にコンプライアンス教育および意識調査を実施することにより、役職員にコンプライアンス意識を根付
かせ、法令違反を許さない企業風土を醸成しております。
　また、2004年4月に、社長および2名の社外弁護士からなる「企業倫理委員会」を設置し、コンプライアンス
施策の決定ならびに制度の運用状況の把握と是正策について協議する体制を整備するとともに、当社グループの
社員が、直接、企業倫理委員会の委員等に相談・報告することができる「社員相談報告制度」を導入し、自浄機
能の強化を図っております。
　なお、本制度発足に先立ち作成された「広島ガスグループ社員行動指針」を2009年9月に見直すとともに、「コ
ンプライアンスカード」を配布するなど、社員の意識の啓蒙に努めております。

(5) 財務報告の適正確保
　経理規程その他の社内規程を整備し、会計基準その他関連諸法令の遵守を徹底するとともに、当社グループを
対象とする「財務報告に係る内部統制制度の方針」に基づき、体制の整備・改善に努めることにより、その適正
を確保しております。
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(6) 企業グループの業務の適正確保
　グループ各社の業務遂行については、業務遂行の基準となる規程の整備等を通じて、リスクを未然に防止する
とともに、主要な連結対象会社の役員を親会社の役員が兼務することにより、各社の取締役会を通じて職務の執
行状況を直接把握しております。また、グループ各社への監督機能を強化するため、2009年5月に内部統制推進
部（2016年4月に総務部に機能を移管）を設置するとともに、主要な事項については、同年9月に設置された「グ
ループマネジメント委員会」において事前審議を行い、その結果について報告を受けております。さらに、グル
ープ各社に対し、監査役および監査部による定期的な業務監査ならびに会計監査人による財務状況に関する監査
を実施し、重要情報の報告を受け、これらの情報を通じて取締役会は、当社グループの経営方針の審議・策定を
行っております。

5 取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
その他業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要

　当社の事業年度における取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他業務の
適正を確保するための体制の運用状況の概要は次のとおりであります。
(1) 取締役会

　取締役会については計12回開催し、法令または定款に定められた事項および経営上の重要案件を審議、決定す
るとともに、内部統制の執行状況について監督しております。

(2) 監査役会
　監査役会については計12回開催し、監査部および会計監査人から取締役の業務の執行状況および内部統制の状
況について報告を受けております。

(3) 情報セキュリティ
　情報セキュリティについては、情報漏洩等によるリスクに対し、「情報セキュリティポリシー」に従って対応
しております。

(4) コンプライアンス（法令遵守）体制
　内部統制推進委員会または小委員会を原則として毎月１回開催し、各部門で実施しているリスク管理およびコ
ンプライアンス施策の進捗状況を管理しております。また、企業倫理委員会を原則として年１回開催し、「社員
相談報告制度」の運用状況の把握と是正策を審議するとともに、コンプライアンスに関する活動計画および活動
報告について助言および評価を行っております。

(5) 財務報告の適正確保
　当社グループを対象とする「財務報告に係る内部統制制度の方針」に基づき、監査部が当社グループにおける
財務報告に係る内部統制の有効性について評価し、代表取締役に有効である旨の報告を行っております。
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●コーポレート・ガバナンス体制【概略図】

内部統制推進委員会

情報セキュリティ委員会

代表取締役

業務執行取締役

執行役員

会計監査人

広島ガスグループ
代表者会議

内部監査

連携

連携

連携

 選任・解任  選任・解任  選任・解任

監督 監査

監査

報告

方針展開
情報の共有化

方針展開
情報の共有化

報告

付議・報告

付議・報告

経営会議
代表取締役

業務執行取締役
執行役員

株主総会

社会プールグ各門部業事各

取締役・取締役会

監査部 企業倫理委員会

社員相談報告窓口）（
グループマネジメント委員会

監査役・監査役会
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Ⅵ　株式会社の支配に関する基本方針
1 基本方針の内容の概要

　当社は、株主に関する基本的あり方として、株主は市場での自由な取引によって決まるべきものであり、当社株式
に対する公開買付けについても、公開買付けの実施、また同公開買付けに応じるか否かの決定は、原則として株主の
皆さまの自由な判断によるべきものと考えております。
　他方で、当社の事業は、都市ガス等の安定的かつ安全な供給を実現するため、極めて公共性の高い社会的責任を有
しており、お客さまによる当社製品およびサービスの利用を獲得維持するためには、当社に対する信頼が不可欠とな
ります。また、当社事業の公共性等を考慮しますと、長期的視点での事業計画が必要であり、短期的利益を追い求め
るような経営は許されないと考えます。特に都市ガスの安定的かつ安全な供給を目的とする当社の事業を継続するた
めには、人的・物的資源の維持、発展が不可欠であり、全てのステークホルダーに対する配慮がない限り、当社の企
業価値は損なわれることになります。
　株式の大規模買付行為の中には、その目的等からして企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうもの、株主
に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、当社取締役会や株主の皆さまに対して当該買付行為に係る提案内
容や代替案等を検討するための十分な時間や情報を提供しないもの等、当社の企業価値・株主共同の利益に資さない
ものも想定されます。
　当社は、このように当社株式の大規模買付行為を行う者が明らかに当社の株主全体の利益に反し、または都市ガス
等の安定的かつ安全な供給を妨げるものである場合には、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として適
切でないと判断し、必要かつ相当な措置をとることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要
があると考えます。

2 基本方針の実現に資する特別な取組みの概要
　当社グループは、2018年10月に「広島ガスグループ2030年ビジョン」を策定し、当社グループの将来に向けた
方向性と、そこに至る道筋を示しました。
　2019年度中期経営計画では、エネルギー市場自由化等の環境変化を好機と捉え、エネルギー基本計画を踏まえた
グループ戦略を推進するとともに、当社グループ経営に共感していただける感動を追求・発信することで、地域社会
と共に発展する企業グループをめざしてまいります。
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　本中期経営計画を着実に推進することにより、厳しい経営環境下においても利益を確保できる経営基盤を確立し、
企業価値のさらなる向上に努め、株主の皆さまへの利益還元を行っていく所存です。
　株主の皆さまへの利益還元方針は以下のとおりです。

株主の皆さまへの利益還元方針
　当社は、財務体質と経営基盤の強化を図りつつ、株主の皆さまに対する利益還元を重要な政策と位置付け、安定配
当を継続してまいりました。今後とも、徹底した経営効率化と積極的な営業活動の展開により、安定配当を継続する
ことを基本方針としつつ、将来を見据えた設備投資や財務状態、中長期の利益水準等を総合的に勘案し、成長に合わ
せた配当を実施してまいります。
　配当の実施にあたりましては、安定的・継続的に配当を行う基本方針のもと、短期的な利益変動要因を除き、連結
配当性向30％以上をめざすことにより株主の皆さまに還元していく所存です。

3 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定
が支配されることを防止するための取組みの概要

　当社は、大規模買付行為を行おうとする者に対しては、大規模買付行為の是非を株主の皆さまが適切に判断するた
めの必要かつ十分な情報の提供を求め、あわせて当社取締役会の意見等を開示し、株主の皆さまの検討のための時間
の確保に努める等、金融商品取引法、会社法その他関係法令が許容する範囲内において、適切な措置を講じてまいり
ます。

4 具体的取組みに対する当社取締役会の判断およびその理由
　上記2および3の取組みは、上記1の基本方針に沿っており、また、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合
致するものであり、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものとはならないと考えております。

(注) 本事業報告中に記載の金額、株式数および持株比率は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。また、営業成
績等における前期比等は、表示桁未満の端数を四捨五入して表示しております。

以　上
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連結貸借対照表（2019年3月31日現在） (単位：百万円)

資 産 の 部
固 　 定 　 資 　 産 78,907

有  形  固  定  資  産 63,012
製 造 設 備 15,680
供 給 設 備 31,994
業 務 設 備 4,130
そ の 他 の 設 備 7,913
建 設 仮 勘 定 3,294

無  形  固  定  資  産 988
投 資 そ の 他 の 資 産 14,906

投 資 有 価 証 券 7,835
長 期 貸 付 金 4
繰 延 税 金 資 産 1,951
そ の 他 投 資 5,258
貸 倒 引 当 金 △　143

流 動 資 産 26,028
現 金 及 び 預 金 10,436
受取手形及び売掛金 8,029
商 品 及 び 製 品 863
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 4,419
そ の 他 流 動 資 産 2,304
貸 倒 引 当 金 △　25

資 産 合 計 104,935

負 債 の 部
固 　 定 　 負 　 債 38,546

社 債 23,000
長 期 借 入 金 11,458
役員退職慰労引当金 337
ガスホルダー修繕引当金 365
保 安 対 策 引 当 金 600
器 具 保 証 引 当 金 280
退職給付に係る負債 2,082
資 産 除 去 債 務 114
そ の 他 固 定 負 債 307

流 　 動 　 負 　 債 15,676
1年以内に期限到来の固定負債 1,623
支払手形及び買掛金 7,806
未 払 法 人 税 等 330
そ の 他 流 動 負 債 5,916

負 債 合 計 54,223

純 資 産 の 部
株 主 資 本 47,756

資 本 金 5,181
資 本 剰 余 金 1,149
利 益 剰 余 金 41,529
自 己 株 式 △　104

その他の包括利益累計額 263
その他有価証券評価差額金 1,700
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △　784
退職給付に係る調整累計額 △　651

非 支 配 株 主 持 分 2,693
純 資 産 合 計 50,712
負 債 純 資 産 合 計 104,935
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連結損益計算書（2018年4月１日から2019年3月31日まで） (単位：百万円)

費 　 用
売 上 原 価 54,573

(売　上　総　利　益) (27,269)
供  給  販  売  費 19,965
一  般  管  理  費 5,376

(営　 業　 利　 益) (1,926)
営  業  外  費  用 281

支 払 利 息 191
社 債 発 行 費 償 却 45
雑 支 出 43

(経　 常　 利　 益) (2,509)

(税金等調整前当期純利益) (2,994)
法人税、住民税及び事業税 697
法  人  税  等  調  整  額 198

(当　期　純　利　益) (2,098)
非支配株主に帰属する当期純利益 127
親会社株主に帰属する当期純利益 1,971
合 計 83,191

収 　 益
売 上 高 81,842

営 業 外 収 益 864
受 取 利 息 3
受 取 配 当 金 186
持分法による投資利益 68
Ｃ Ｎ Ｇ 販 売 収 益 154
雑 収 入 451

特 別 利 益 484
投資有価証券売却益 484

合 計 83,191
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貸借対照表（2019年3月31日現在） (単位：百万円)

資 産 の 部
固 定 資 産 66,599

有 形 固 定 資 産 52,733
製 造 設 備 15,566
供 給 設 備 28,733
業 務 設 備 4,309
附 帯 事 業 設 備 1,055
建 設 仮 勘 定 3,069

無 形 固 定 資 産 818
投 資 そ の 他 の 資 産 13,046

投 資 有 価 証 券 4,999
関 係 会 社 投 資 1,035
関係会社長期貸付金 1,808
長 期 前 払 費 用 4,016
繰  延  税  金  資  産 1,052
そ の 他 投 資 234
貸 倒 引 当 金 △　99

流 動 資 産 18,279
現 金 及 び 預 金 5,392
受 取 手 形 26
売 掛 金 5,660
関 係 会 社 売 掛 金 516
未 収 入 金 381
製 品 33
原 料 3,887
貯 蔵 品 341
前 払 費 用 30
関 係 会 社 短 期 債 権 1,190
そ の 他 流 動 資 産 854
貸 倒 引 当 金 △　38

資 産 合 計 84,878

負 債 の 部
固 　 定 　 負 　 債 36,297

社 債 23,000
長 期 借 入 金 10,572
退 職 給 付 引 当 金 1,196
ガスホルダー修繕引当金 365
保 安 対 策 引 当 金 600
器 具 保 証 引 当 金 280
そ の 他 固 定 負 債 282

流 　 動 　 負 　 債 15,038
1年以内に期限到来の固定負債 1,221
買 掛 金 3,768
未 払 金 931
未 払 費 用 1,816
未 払 法 人 税 等 88
前 受 金 258
預 り 金 434
関 係 会 社 短 期 債 務 5,364
そ の 他 流 動 負 債 1,154

負 債 合 計 51,336

純 資 産 の 部
株 主 資 本 32,985

資 本 金 5,181
資 本 剰 余 金 1,141

資 本 準 備 金 871
そ の 他 資 本 剰 余 金 269

利 益 剰 余 金 26,765
利 益 準 備 金 729
そ の 他 利 益 剰 余 金 26,036

固定資産圧縮積立金 9
別 途 積 立 金 12,010
繰 越 利 益 剰 余 金 14,016

自 己 株 式 △　104
評 価 ・ 換 算 差 額 等 556

その他有価証券評価差額金 1,341
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △　784

純 資 産 合 計 33,541
負 債 純 資 産 合 計 84,878
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損益計算書（2018年4月1日から2019年3月31日まで） (単位：百万円)

費 　 用
売 上 原 価 36,637

期 首 た な 卸 高 29
当 期 製 品 製 造 原 価 37,611
当期製品自家使用高 970
期 末 た な 卸 高 33
(売　上　総　利　益) (18,714)

供 給 販 売 費 15,017
一 般 管 理 費 4,126

(事　 業　 損　 失) (△　429)
営 業 雑 費 用 4,451

受 注 工 事 費 用 1,270
そ の 他 営 業 雑 費 用 3,181

附 帯 事 業 費 用 2,184
(営　 業　 損　 失) (△　54)

営 業 外 費 用 220
支 払 利 息 81
社 債 利 息 82
社 債 発 行 費 償 却 45
雑 支 出 10

(経　 常　 利　 益) (1,736)

(税引前当期純利益) (2,221)
法 人 税 等 296
法 人 税 等 調 整 額 220
当 期 純 利 益 1,704
合 計 64,858

収 　 益
ガ ス 事 業 売 上 高 55,351

ガ ス 売 上 55,351

営 業 雑 収 益 4,713
受 注 工 事 収 益 1,255
そ の 他 営 業 雑 収 益 3,458

附 帯 事 業 収 益 2,296

営 業 外 収 益 2,011
受 取 利 息 30
有 価 証 券 利 息 0
受 取 配 当 金 160
関係会社受取配当金 959
受 取 賃 貸 料 204
雑 収 入 657

特 別 利 益 484
投資有価証券売却益 484

合 計 64,858
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本

独立監査人の監査報告書
2019年5月9日

広島ガス株式会社
　取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人
指定有限責任社員 公認会計士 大 江 友 樹 ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 森 島 拓 也 ㊞業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、広島ガス株式会社の2018年4月1日から2019年3月31日ま
での連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連
結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監
査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査
計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及
び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連す
る内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われ
た見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
広島ガス株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべて
の重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告書謄本

独立監査人の監査報告書
2019年5月9日

広島ガス株式会社
　取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人
指定有限責任社員 公認会計士 大 江 友 樹 ㊞業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 森 島 拓 也 ㊞業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、広島ガス株式会社の2018年4月1日から2019年3月
31日までの第165期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明
細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附
属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対す
る意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監
査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合
理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施され
る。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリ
スクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものでは
ないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及び
その附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及
びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表
示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告書謄本

監　査　報　告　書

　当監査役会は、2018年4月1日から2019年3月31日までの第165期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各
監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

 1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほ

か、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、執行役

員、監査部その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法
で監査を実施しました。
①  取締役会その他重要な会議に出席し、取締役、執行役員及び使用人等からその職務の執行状況について報告を

受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状
況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図
り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②  事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株
式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第
100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている
体制（内部統制システム）について、取締役、執行役員及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期
的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③  事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第3号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取
締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

④  会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監
査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職
務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に
関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に
応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、
連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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 2．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関す

る事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
④　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につい

ては、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第3号ロの各取組
みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員
の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

（2）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2019年5月9日

広島ガス株式会社　監査役会
常勤監査役 髙 﨑 知 晃 ㊞
常勤監査役 沖 本 憲 一 ㊞
社外監査役 武 井 康 年 ㊞
社外監査役 田 中 優 次 ㊞

以　上
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株主総会会場ご案内図

交通のご案内

広電バス
7号線〈紙屋町～仁保車庫・向洋新町〉
｢昭和町｣ 下車　徒歩1分
10号線〈己斐（西広島）～大学病院・旭町〉
｢竹屋町｣ 下車　徒歩3分
12号線〈東浄小学校～仁保沖町〉
｢南竹屋町｣ 下車　徒歩1分

広島バス
23号線〈横川駅～大学病院〉
｢竹屋町｣ 下車　徒歩3分
26号線〈広島駅～旭町～広島駅〉
｢竹屋町｣ 下車　徒歩3分

広電路面電車
5号線〈広島駅～比治山下～広島港〉
｢南区役所前｣ 下車　徒歩7分

お願い お車でのご来場はご遠慮願います。

日 時 2019年6月25日（火曜日）
午前10時［ 受付開始／午前9時15分 ］

場 所
広島市中区南竹屋町1番30号

当社ガストピアセンター 6階会議場
※ 開会時刻間際は受付が大変混雑いたしますので、お早めにご来場ください。
※ 本会場が満席となった場合は、第2会場をご案内させていただきますのでご了承いただき

ますようお願い申しあげます。
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広島市南区皆実町二丁目7番1号
http://www.hiroshima-gas.co.jp/
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